















































体脂肪率は H群と M群がL群より有意に低<(p <札05)，
随時血糖は日群がL群より有意に低かった(p (0.05). J 
Oi並行の平均途絞歩行時掲と巡絞:歩数割合は全ての群!需に





7JIJにおいては， 日群と M若手は L群より有意に良好である
者が多いことが認められた.加えて， HbAlcの喜子総領域
別に対する日常身体活動議・金項患の口ジスティック沼環分
析では. HbA1cの評鍛領域「良(5.8-6.5覧未満りにお
いて穣位性を認められた変数がi日当りの平均捗数のみで
あった. (考察12型機尿病に対する治療において良好な
HbAlcを保つためには1日当りの平均表数が関係しており，
それには食事選守率も関係していることがぶ竣された‘ま
た，1担当りの平均歩数が多い者i土日常身体活動畿の 8々
の変動率が低く，連続歩行時間および連続歩数の鋭合が多
いことも涼唆された.
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